別記様式

足利市の公害対策事前協議書兼指導書

年　　月　　日

足　利　市　長　様

建築主　住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代理者

　足利市の公害対策事前協議指導要領に基づき、事前協議を申請します。

　なお、下記の計画について協議事項のほか公害防止のため万全を期します。また、将来公害事象が生じたときは誠意をもって公害の除去に努めます。

Ⅰ．新増築等計画欄

	建築場所
	足利市
	建築物の名称
	

	建築場所の
用途地域
	第　　　住専・第　　　住居・近商
商業・準工業・工業・工専・調整
	建築物の用途
	

	
	
	事業内容
	

	建築の種類
	新築・増築・改築・用途変更・曳移転
	床面積
	申請分　　　　㎡／合計延　　　　㎡

	建築物の構造
	鉄筋・鉄骨・木造／　　　　　階建
	敷地面積
	増加分　　　　㎡／合計延　　　　㎡

	着工予定
	年　　　月　　　日　
	添付図書
	付近見取図・平面図・立面図・敷地内配置図・排水経路図・機械類配置図・他（　　　）

	完了予定
	年　　　月　　　日　
	
	

	設備等の概要
	設備等の種類
	規模能力等
	新設数
	既設数
	届出等
	大気汚染防止法
	要（届済/未届）　・否

	
	
	
	
	
	
	水質汚濁防止法
	要（届済/未届）　・否

	
	
	
	
	
	
	騒音・振動規制法
	要（届済/未届）　・否

	
	
	
	
	
	
	県生活環境保全条例
	要（届済/未届）　・否

	
	
	
	
	
	
	土砂条例
	要（届済/未届）　・否

	*
	* 再確認
	要　・　否

	
	* 現地調査
	年　　　月　　　日　

	
	*指導済印
	*受付印


＊印欄には記載しないこと。

Ⅱ．公害防止対策欄（兼指導欄）

◇　公害関係法令で定められた特定施設等については届出の義務、規制基準等が定められており、これを遵守しなければなりません。それ以外の施設や行為等についても、他人に迷惑をかけないよう注意しなくてはなりません。

◇　建築主において講じようとする対策事項について、該当する□にレ印を付し、必要に応じて○で囲むか必要事項を記載してください。環境政策課の指導事項は赤色で付しますので、必ず確認してください。

１．建築・解体工事について

□周辺（　　　　）軒には工事内容等を説明し了解を求める。

□工事現場に工事の内容、期間、問合せ先等を明示した案内板を設置する。

□夜間・早朝の作業は行なわない。

□法律等で定める特定建設作業（ブレーカー・杭打ち・　　　　　　　　　　　　　　）を行なう。

□実施する杭打ちの工法は（　　　　　　　　　　　　　　　）である。

□解体物（　　　　　　　　　　　　　　）の解体工事を行なう。

□解体作業を行なうので、粉じん等が飛散しないように散水し、必要に応じて塀等を設ける。

□建築廃材等の廃棄物を現場で焼却しない。

□（塗装ミスト・粉じん・騒音・　　　　　　　　　　　　　　　）防止のため周囲にシート等を張る。

□バックホウ、ブルドーザー等の作業機械の使用に当たっては低騒音型建設機械を使用するなど騒音振動の防止に努め、近隣に迷惑をかけないよう注意する。

□工事現場はもとより、出入口道路など周辺の清掃に努める。

□土砂等による埋立て等（埋立て面積　　　　　　㎡）を行なう。

□その他工事中の公害を防止するため別記公害対策欄のとおり対策し､公害の未然防止に努める｡

２．大気汚染防止対策

□法律等で定める特定施設（ボイラー・　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→設備等の概要に記載すること】
□排気ガス処理装置（方式:　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→仕様書・設備等の概要に記載すること】
□（工程:　　　　　　　　　　　　　　　）から発生する粉じんの飛散防止のため

集じん装置（方式:　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→仕様書・設備等の概要に記載すること】
□廃棄物焼却炉（火格子面積　　　　　　　㎡）を設置する。【→設備等の概要に記載すること】
□良質な燃料（ガス・灯油・　　　　　　　　　　　　　　　）を使用する。

□ばい煙等により付近に迷惑をかけないよう煙突、排気口の位置・高さ等に注意する。

□粉じん等の発生する作業は外部に粉じん等の漏れにくい建築物内で行なう。

□大気汚染防止のため（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を行なう。

□その他、大気汚染を防止するため別記公害対策欄のとおり対策し､公害の未然防止に努める｡

３．水質汚濁防止

□法律等で定める特定施設（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→設備等の概要に記載すること】
□（工程:　　　　　　　　　　　　　　　）からの汚水を処理するため

排水処理施設（方式:　　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→仕様書等を添付のこと】
□生活・事務所系の雑排水処理施設として

（油水分離槽・　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→仕様書等を添付のこと】
□し尿は合併浄化槽（　　　　　　　人槽、放流水質ＢＯＤ　　　　　　　ppm）を設置する。

□使用水は（上水道・工業用水道・地下水）。

□汚水の排出先は（道路側溝・農業用水・公共下水道）であり、地下浸透は行なわない。

□排出先関係機関との協議済みである。
□排水処理施設の維持管理を十分に行なう。

□水質汚濁防止のため（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を行なう。

□その他、水質汚濁を防止するため別記公害対策欄のとおり対策し､公害の未然防止に努める｡

４．騒音・振動防止

□法律等で定める特定施設（コンプレッサー・　　　　　　　　　　　）を設置する。【→設備等の概要に記載すること】

□工場・作業所の構造は

外壁：材質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）／厚さ（　　　　　　　㎜）

内壁：材質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）／厚さ（　　　　　　　㎜）

窓　：材質（アルミサッシ・　　　　　　　　　　　　　）／ガラス厚（　　　　　㎜）

出入口の扉：（アルミサッシ・シャッター・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□騒音防止対策として（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を実施する。

□振動防止対策として（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を実施する。

□騒音・振動の発生する機械類は敷地境界から遠ざけて配置する。

□夜間も運転する（クーリングタワー・ボイラー・　　　　　　　　　　　　　　　）等は、周辺に迷惑をかけないよう対策（内容:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）する。

□騒音防止のため、窓を開放しての作業は行なわない。

□夜間・早朝は騒音・振動を発生する作業は行なわない。

□場内呼出し・宣伝放送・ラジオ等の音量は極力低減する。

□カラオケ等音響機器を使用するので、防音対策として（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）する。

□その他、騒音・振動を防止するため別記公害対策欄のとおり対策し､公害の未然防止に努める｡

５．悪臭防止

□県条例で定める特定施設（豚舎・鶏舎・　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。

□（工程等:　　　　　　　　　　　　　　　　　）から発生する臭気の発散を防止するため

脱臭装置（方式:　　　　　　　　　　　　　　　）を設置する。【→仕様書・設備等の概要に記載すること】
□作業工程で塗装作業を実施する。

□臭気を伴う煙突・排気口の位置、向き、高さ等に注意する。

□原料、製品等で臭気の発生するものは、臭気の漏れにくい容器等に保管する。

□臭気の発生する作業は周辺への影響を考慮し、外部に悪臭の漏れにくい屋内で行なう。

□動物の飼育等を行なうので、場内の清掃に努めるとともに衛生管理に注意する。

□悪臭防止のため（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を行なう。

□その他､悪臭を防止するため別記公害対策欄のとおり対策し､公害の未然防止に努める｡

６．その他

□廃棄物は風雨による影響を受けないように保管するとともに、散乱防止に注意する。

□廃棄物は焼却しない。

□あらたに地下水の揚水施設を設置（井戸を掘る）する。

□貸工場、貸店舗等であるので、借受人が公害防止対策について環境政策課と協議するよう指導する。

□電波障害、日照権、光公害の問題が生じないように対応する。

□その他、公害防止のため別記公害対策欄のとおり対策し、公害の未然防止に努める。

－－別記公害対策欄兼指導欄－－
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